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ロータリーにもっと誇りを　
　　そして学び　DEI の心を持って行動実践しよう
ロータリーを楽しみ、仲間と絆を！

◆点鐘：遠藤　靖彦 会長 ◆ロータリーソング：奉仕の理想
◆司会：近藤　和幸 S.A.A. ◆会場：パレスグランデール

第3026回例会 令和６年９月９日（月）

　今日は、９月９日ということで、何
かの日だろうということで調べてみま
したら、「重陽の節句」という日にあた
るそうであります。陰と陽の「陽」、奇
数に関しては陽の数字なんだそうであ
ります。その陽が重なるということで、
重陽という節句の日。この重陽の節句

については平安時代とかの当時には、よく催し物というも
のも開かれていたようであります。
　では重陽の節句とはどういうものだということですが、
陽が重なるということで、無病息災、子孫繫栄を願い、祝
いの宴を開いた大変良い日、陽が重なることで良い日とい
うふうな意味が一番強いそうなのですが、実はそれに反し
て、陽が重なると災いが起こりやすく不吉だというふうに
も考えられているという２つの側面がありまして、一番良
い日というのと、良いものが重なりすぎて災いが起こると
いう可能性がある日だということで、いろいろな催し物を
おこなって邪気を払ったというのが昔の習わしのようであ
ります。
　また、旧暦の９月９日というのは、今でいうとだいたい
10月の中旬頃ということで、菊の花が美しく咲き、見頃
を迎える時期でありますので、菊が邪気を払う力を持つと
いうことで、霊草と信じられていたということもありまし
て、この重陽の節句には菊の花を観賞したり、菊の花を漬
け込んだ酒を飲んで無病息災や不老長寿を願ったというこ
とで、菊の節句といういい方もされているようであります。
　９月９日はほかにもいろいろな語呂合わせでなんとかの
日というものになっておりまして、まずは９と９で救急の
日。厚生労働省が決めたのだそうであります。重陽の節句
であることと、ノストラダムスの終末の予言が1999年９月
９日ということで、世界占いの日。チョロＱの日。あと吹
き戻しの日という、子どもの玩具で、ピーッと鳴ってくる
くると戻るやつ、兵庫県の東浦町というところにそれの保
存協会があるそうで、そこで決めた吹き戻しの日。あとカー
ネル・サンダースの誕生日なのでカーネルズデー。手巻き
寿司の日、ロールケーキの日等々、数字の形にちなんで何
かの記念日にするというかたちがあるようであります。
　数字を言葉にするというのもよくあるので、自分の名前
を数字に置き換える語呂合わせや車のナンバーなどもあり
ます。皆さんも何か語呂合わせをして、数字というものを
考えてみるのも楽しいのではないかと思います。

●次の例会まで３週ほど時間が空いてしまうので、請求
書等、また急ぎ案件につきましては、お手数ですが事
務局にお届けいただくなり連絡を入れていただきたく
い思います。

●今日、会員名簿を配布させていただいております。事
業計画と報告書について遅れておりますのは、スケ
ジュールの変更がございまして、理事会で決定するま
で１週間あったので、その間発注できませんでした。
３週空きますが、次回の９月30日の例会で配布という
ことになりますことをご了承いただきたいと思います

■例　会：毎週月曜日 12：30 ～ 13：30　 ■会　場：山形グランドホテル TEL：641-2611
■事務局：山形市十日町 1-1-26 歌懸稲荷神社  社務所ビル 2F  TEL：632-7777  FAX：624-5200

遠藤　靖彦  会長 武田　良和  幹事会長あいさつ 幹事報告

　９月５日木曜日ですが、球風会ゴル
フコンペを開催させていただきました。
天気にも、メンバーにも恵まれて、無事

終了させていただきました。成績のほうでございますけれ
ど、優勝が浦口太門さん、準優勝は武田岳彦さんでござい
ます。ブービー賞、半田稔さんで、ブービーメーカーはイ
ニシャルだけでＮ.Ｓさんでございました。
　次は29日に7ロータリーのゴルフコンペありますの
で、このメンバーも活躍されることだと思いますので、
よろしくお願いいたします。

委員会報告

職業交流委員会

八鍬　建三 さん 

　今週の９月14日土曜日、樹氷再生プ
ロジェクトの本年度版ということで、
蔵王山頂駅の付近の、笹刈りの作業を

おこないます。参加いただける方いらっしゃればぜひご
参加お願いしたいと思います。
　集合が蔵王ロープウェイの山麓駅の駐車場で、９月14
日９時集合、昼13時前後くらいをめどに作業したいと
思っています。作業できるような方がいらっしゃいまし
たら、ぜひともご協力いただければと思います。よろし
くお願いいたします。

社会奉仕委員会

酒巻　雅樹 さん 



ゲスト卓話

ウクライナ
避難民留学生について

遠藤靖彦会長／球風会
９月５日に球風会が開催されました。担当委員会の皆さ
ま、参加いただきました皆さま、ありがとうございまし
た。
武田良和さん／球風会で大いに盛り上がりました
八鍬委員長、坂部副委員長、斎藤さん、球風会の準備と
運営お疲れさまでした。今年はゴルフの機会が少なく、
スコアは山あり谷ありでしたが、ご一緒した皆さんと和
気あいあい、笑いの絶えないラウンドとなりました。懇
親会も大盛り上がりで、改めてロータリーの絆を実感す
るひと時となりました。次回も楽しみにしております。
酒巻雅樹さん／ようこそ西RCへ
尤先生、スミさん、イヴァンカさん、ようこそ。卓話楽
しみにしています。ちなみにスミさんは勉強の合間に串
カツ田中でアルバイトをしてもらっています。お客さま
からも評判がいいです。
飯田喬之さん／１．尤先生をお迎えして
お若い時、モンゴルのドルさんを通じ米山でお世話にな
りました。歓迎してニコニコします。
２．県美展陶芸の部
７回目の入選させていただきましたのでニコニコしま
す。９月15日まで、ぜひ美術館へお出かけください。
市村清勝さん／北アルプス最難関ルート縦走
９月３日北アルプス南岳に登り、翌日９月４日南岳から
奥穂高、大キレットを縦走してまいりました。途中２回
ほど命の危機を感じましたが、無事戻ってまいりまし
た。
八鍬建三さん／球風会参加ありがとうございました
9月5日球風会、無事に開催できました、多数のご参加に
感謝しております。9月29日の7ロータリーのゴルフコ
ンペ頑張りましょう。
浦口太門さん／球風会ベスグロ、優勝
９月５日の球風会にて、同伴者に恵まれ、ベスグロ、優
勝することができました。7ロータリーのゴルフコンペ
も頑張ります
球風会参加者一同／楽しくラウンドできました
天気にも恵まれて怪我もなく、楽しいラウンドができま
した。２番ショートホール、ワンオンできなかったメン
バーでニコニコいたします。

〈９月９日〉

ニコニコ BOX

皆さんこんにちは。山形大学の尤です。まず、元米山
奨学生として皆さんから多大なご支援とご指導をいただ
いたことを、この場を借りて心より感謝いたします。ど
うもありがとうございます。山形に来てからもう21年
目になりました。西ロータリークラブでも大変お世話に
なっております。自分の実家に出戻りみたいな感じでご
ざいます。

今日は時間の関係で簡単にウクライナ、その避難民学
生の受け入れについて紹介させていただきたいです。私
が20歳の時から２年間の徴兵がありまして、台湾の小さ
い島ですごく厳しい訓練を受けました。中国との敵対関
係が非常に厳しかった時代、今でも大変ですけど、40年
前はもっと大変でした。中国からの軍隊が島にもぐって
兵士の斬ったりとか、首を持って帰った時代であったの
で、私はちょっとした戦争の経験を体験しました。機関
銃の射撃音とか照明弾が１日中ずっと、夜中もですね、
そういう体験がありましたので戦争に対して非常に敏感
でございます。

そして２年前の２月24日、ロシアによるウクライナ
侵攻によって、僕は少しでも、ウクライナの学生１人で
も救えればいいかなと考えて、うちの大学の上層部に提
案しましたけどすぐ却下されました。どこがお金を出す
のですか、どこから予算が出るのですか、こんなプログ
ラムはないので、なんでこんな余計なことというか、で
もやってみないとわからないですね。とにかくやってみ
て、ダメだったらダメで、そして僕はあちこちに電話し
て、ウクライナの日本大使館とか難民を受け入れる財団
など電話をかけて、「なんとかならないですか？」と。

幸い私は山形に来てから2800地区ロータリークラブ
の皆さまと非常に親しくしていただいたので、地区大会
とかにもよく参加していて、学友会、１回地区大会が終
わってからたまたまパストガバナーの矢口さんとか大久
保さんなどもいらっしゃって、「私は実は今悩んでいま
す。ウクライナの学生を受け入れたいけど予算がなか
なか厳しい。難しい。大学もうんと言ってくれない」と
打ち明けたら、矢口パストガバナーから「今ちょうど
2800地区で、３年間コロナの関係でそういう緊急費用
が300万くらい残っていますので、これが多分なんとか
できるんじゃないか」とおっしゃっていただきました。
私はそれを聞いて急いで山形大学内部でいろんな先生た
ちとか委員会を駆け回って、特別ウクライナプログラム
を作りました。そして作ってから、じゃあどうやって募
集をかけるとか、どうやって面接をするかをいろいろ考
えて、やっと実現ができて、８名ぐらいの学生からオン
ラインを通して応募が来ました。しかし男性は出国でき
ないので、最後、４名の学生と面接して、ウクライナの
３名を１年半前に受け入れました。その３名の学生の来
日直前に日本財団のちょうどウクライナの難民に関する
補助金のプログラムを見ました。僕は急いでその３名の
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煌 さん 
《山形大学基盤教育院 教授》

球風会 ９月５日、蔵王カントリークラブにて
球風会が行われました。



ウクライナの学生をその日本財団の奨学金、奨学金とい
うよりも支援金ですね、それを申請して、多大な資料を
準備してね、申請して、幸いギリギリで通りました。そ
して無事に３名のウクライナの大学生を１年半前に受け
入れることができました。

それで2800地区ロータリークラブからの支援金はほ
とんどいただかなかった状況で、日本財団だけで頼って
できました。じゃあ来年度はどうするか。できれば戦争
がまだ終わっていないうちに、来年度も受け入れたい。
だけど今回はまったく、オンラインで公募すると手続き
とか非常に大変なので、今度は山形大学に来たウクライ
ナの学生を通して向こうの大学の学部長を紹介しても
らって、僕がウクライナの学部長といろいろやり取りし
て、今度は山形大学とウクライナのキーウ市立大学と大
学間交流協定ができました。そして改めて矢口パストガ
バナーとの約束というか承諾をしていただいたお金を、
予算をいただいて新しく今日は２名を呼んできました。

山形新聞でも大々的に報道されました。当時、山形大
学とウクライナの市立大学が協定を結んだこと、そして
僕がウクライナのキーウ大学の学部長を招待して、当然
大学ではお金を出せないので、応援団体と半分は自分の
へそくりを使って、学部長を呼んで山形に来てもらい、
２日間くらいで山形の状況を見ていただいて、うちの学
長にも訪問、意見交換しました。

当時、山形新聞に大きく出ました。うちの学長とウク
ライナの学部長の２人が大きく写真で取り上げられたけ
ど、実は私は隣にいましたけども消去されました（笑）　

私はよく佐藤山形市長の通訳を頼まれます。台湾か
らの市長さんとか局長とか偉い人が来るたびに私はアル
バイトで山形市長のオフィスにいます。その関係で新し
く２人、ウクライナの学生を受け入れることができまし
た。しかし問題は、じゃあ来年はどうするか。次期のガ
バナーにお願いしましたけど、ロータリーは今やっぱり
大変ですので、援助は今年度のみで終わりました。

ウクライナの学生を受け入れることはすごくいいと思
います。地元とも交流したりとか、山形大学の学生とも
話し合ったり。実は昨日、山形市国際交流協会主催のウ
クライナ料理教室で２人が料理を作って、40名くらいの
市民に参加していただいたので、そういうウクライナの
学生を通して山形の市民にももっと世界平和を理解して
いいただくことができるということは非常に大事かなと
思っています。

しかし一方で、なぜウクライナの学生だけを受け入れ
るんだ、と言われます。だってミャンマーの学生もいる
でしょう。パレスチナの学生はどうするかとか、そうい
う不平の声も聞こえてきました。また、今まで私は山形
大学で21年間勤めてきましたけど、毎年ロシアの学生
約４名から６名を受け入れてきました。しかしウクライ
ナの学生が来ることによって、うちの同僚が非常に敏感
に、ウクライナの学生とロシアの学生が一緒にテーブル
に並ぶことはまずいじゃないかということでロシアの学
生は断りました。私は非常に反対でしたけど、こういう
事態ですから逆に皆さんは政府というか政治の犠牲者、
本来だったら市民同士は仲良くすべきだと思っておりま
すが、結局私が作ったプログラムによってロシアの学生
が来られなくなりました。これは私にとっては非常に残
念なことです。

最後に、今４名の女性の面倒を見ていますけど、プロ
グラムとしては１年間、つまり来年の3月以後はどうす
るか。戦争はなかなか終わりが見えないですね。私は全
員追い出すわけにはいかないので、彼女たちはまだ非常
に若いし、将来ある人たちにぜひこれからも応援のほう
をよろしくお願いします。どうもありがとうございます。

皆さんこんにちは。スミと申します。今日、今の生活
と新しい経験について話したいと思います。まず最初に
ご支援に感謝したいと思います。ありがとうございます。

砲撃や停電のためウクライナでの勉強はますます困難
になり、生活も困難になりました。４月に山形に来まし
た。その瞬間から私の人生は劇的に変わりました。この
プログラムのおかげで、ネイティブスピーカーから直接
日本語を学ぶ機会が得られました。最初は大変でしたが
とてもよい経験になりました。私は長年日本文化に興味
を持っていましたので、日本のゲーム、あと映画につい
て学ぶことにとっても興奮していました。南京玉すだれ
の勉強も始めました。最初はさまざまな形を表現するの
は難しかったですが、もっと早くこの技術を習得できる
ように努めています。

最近、バイトを始めました。最初はわからないことも
たくさんありましたが、早く慣れるように努力していま
す。日本に来てから私の日本語能力は大幅に向上しまし
た。尤先生のアドバイスに従い、いつも持ち歩く小さな
ノートを持ってきます。わからない言葉はすべて書き留
めてあとで調べます。このプログラムのおかげでほかの
留学生と知り合うことができました。私たちはお互いの
国の文化についてよく話しましたので、とても面白かっ
たです。

幼い頃から花火が大好きでしたが、ウクライナは戦
争の影響で花火は禁止されています。花火の音は爆発音
によく似ています。もう3年ぐらい花火を見ていなかっ
たので、最近色とりどりのきれいな花火を見てびっくり
しました。美しかったです。私はいつも日本の祭りを訪
れ、食べ物を味わい、来場者の伝統的な浴衣を鑑賞する
ことを夢見ていました。山形はとても静かで居心地の良
い場所なので、夜にここを歩くのがとても好きです。バ
イトのあとはいつも寮の近くに座って蝉の声を聞きま
す。私の町と違って山形には木々や花がたくさんありま
す。私はいつも写真を撮って祖母に送ります。私は日本
の大学に入学するのが夢です。お金が必要なので入学資
金をためるために仕事をしたいと思います。このプログ
ラムのおかげで私はふたたび安全で穏やかな気持ちにな
り、多くの新しいことを学び、とても幸せでした。この
プログラムをサポートしていただき、誠にありがとうご
ざいます。ご覧いただき、ありがとうございます。

スミ さん 
《山形大学 留学生》



本日出席（９／９）
会員総数 出席会員数

104名 54名

所でもごみをほとんど見かけませんでした。その代わり
に山形の街路にはたくさんの花や木が生えていること
に気が付きました。そして、町だけではありません。約
2,500株のあじさいが咲き誇る出塩文殊堂を訪れる機会
があって、この景色は私の心にいつまでも残ると思いま
す。日本にいる時にあらゆるものに美しさを見つけて、
それをゆっくり楽しむことを学びました。山形の次の季
節の美しさを感じられることを楽しみにしています。

私が住んでいたウクライナの地域には山がなかった
ため、山形の景色の美しさにはまだ慣れません。ここに
来てから6カ月が経ちましたが、今でも遠くの山が見え
ると数秒間その景色に視線を止めてしまうことがよくあ
ります。特に山寺からの眺めが印象に残りました。寒河
江市の慈恩寺など、ほかの寺院も訪れる機会がありまし
た。どのお寺や神社にも独特の雰囲気がありました。あ
の場所にいると、深い精神的なつながりを感じました。

もう1つ印象に残ったのは日本料理です。ウクライナ
では日本の料理、特に寿司が非常に人気があって、1度
も寿司を食べたことがないウクライナ人はほとんどい
ないと思います。世界中での日本食の人気は偶然では
なく、私が山形で日本料理を味わった時にそれを実感し
ました。私は料理をするのはとても好きで、日本料理を
作ってみたいと思っています。そのため、山形に来て食
生活が大きく変わりました。例えば、こちらに来てから
定期的に味噌汁を作るようになりましたが、これは私
にとってとても珍しい食べ物でした。日本食がとても好
きになったと思いますので、入手困難な食材もあります
が、ウクライナに戻っても日本料理を作り続けたいと
思っています。そしてウクライナ人に日本料理を紹介し
たいと思っています。

このような機会を与えてくださったロータリークラブ
に心から感謝します。ロータリークラブのおかげで私は
忘れられない経験をすることができました。たとえ母国
に帰ったとしても、山形での素晴らしい経験はずっと私
の心に残ると思います。私はこれからもウクライナの人
に日本の美しさや文化を伝えていきたいです。ご清聴あ
りがとうございました。

皆さんこんにちは。私はイヴァンカと申します。ウク
ライナから来ました。今日は日本に来てからの私の経験
について話したいです。そして私を支えてくれた人々に
感謝したいと思います。

日本に来てから多くのものを学んで、たくさんの新し
い発見がありました。今年の４月に山形に来ましたが、
日本に来るのは初めてです。日本に来るのは私の高校生
の頃からの夢でした。私が日本語を勉強し始めた理由
は、日本の伝統文化に興味を持っていたことと、日本人
の精神性がとてもおもしろいと思いました。山形に来た
最初の日は少し難しかったです。

日本はウクライナとは地球の反対側にあるので、習
慣が大きく異なります。しかし、山形でたくさんの親切
な人々に出会いました。日本人はとても礼儀正しくてフ
レンドリーな人々だと思いました。この人のホスピタリ
ティと積極的なサポートのおかげで、私の日本での生活
への移行は非常にスムーズで楽しいものになりました。

日本人は常に細部に注意を払い、品質を重視します。
これは仕事、勉強、さらには日常生活への取り組み方に
も表れています。山形大学での勉強は私にとってとても
楽しく、着物の着付けや茶道への参加など日本文化に関
する授業をたくさん受けることができました。

日本に到着して空港を出るとすぐに、私はこの国の美
しさに感動しました。山形に到着したのは桜が最高潮の
時期でしたが、本当に素晴らしかったです。日本のどの
季節にも独自の美しさがあるとわかりました。私たちの
ウクライナの大学では日本文化のコースがあって、その
中で「もののあわれ」などの言葉を学びました。日本人
は自然の美しさを強く楽しんでいるとわかりました。こ
れが私が日本人の精神性のとても好きなところです。

日本人が環境に対してどれほど敬意を持っているかと
いうことも感動しました。山形では町の中でも自然の場

イヴァンカ さん 
《山形大学 留学生》




